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１ 題材名 
  幼児の生活と家族 
 
２ 題材について 
（１） 生徒観 

本校３年生 138 名を対象に行った幼児に関する実態
調査の結果を表１に示す。その結果から，家族の中に
幼児がいる生徒は 10人であり，日常的に幼児と関わる
機会がある生徒は学年全体の 10％に満たないことがわか
る。また，親戚や近所の子供など，幼児と触れ合う機会
がある生徒は 53人であり，６割以上の生徒は幼児と触
れ合う機会が全くないことがわかる。また，「幼児は好
きですか」という質問に対しては，65％が肯定的な回答
である一方，幼児に対してマイナスな印象を持っている
生徒も少なくないことがわかる。図１に示す幼児のイメ
ージ調査からも，「かわいい」「純粋」という肯定的な印
象がある一方で，同程度の割合で「うるさい」という否
定的な印象を抱いている。 
少子高齢社会の進展により，家族内だけではなく，地

域でも異年齢の子供同士の関わりが減っている社会状況
である。また，本校は学区が広範囲であるため，近所の
子供との関わりが困難であると考えられる。幼児と触れ
合う機会が少ないからこそ，実際に幼児と触れ合う中で
関わることの喜びや大切さ，幼児が好きだと感じる機会
もなく，マイナスなイメージが先行していると考えられ
る。 
 そこで，幼児の発達や年齢差のある人との関わり方を学ぶことで，子
供を育てる環境の一人として，よりよい家庭生活の実現へ向け，幼児に
対して主体的に関わりを持ち課題解決に向かう生徒の育成を図りたい。
自分の幼い頃も振り返り，自分自身のこれまでの成長と関わらせながら
学ぶことで，多くの人に支えられてきたことを実感し，中学校卒業後の
自分の生き方へ活かしていこうとする態度を育みたい。 
 

（２） 教材観 
家族・家庭生活の内容は，課題をもって，家族や地域の人々と協力・協

働し，よりよい家庭生活に向けて考え，工夫する活動を通して，家族・家
庭の基本的な機能について理解するとともに，家族・家庭生活に関する
知識及び技能を身に付け，これからの生活を展望して，家族・家庭や地
域における生活の課題を解決する力を養い，家庭生活を工夫し創造しよ
うとする実践的な態度を育成することを目指している。 
本題材は，新学習指導要領「Ａ家族・家庭生活（２）幼児の生活と家族」にあたる。ここでは，幼児の生活

と家族について，課題をもって，幼児の発達と生活，幼児との関わり方に関する基礎的・基本的な技能を身に
付け，それを支える家族の役割や遊びの意義について理解し，幼児との関わり方を工夫することができるよう
になることをねらいとしている。 
本題材では，導入時に自分の成長を振り返り，これまでの自分と関わらせながら学習に向かう動機付けとし

た。また，「幼児自身」「家庭」「地域」と空間軸を広げながら，幼児を取り巻く環境の問題点を探ることで，
本題材で迫っていく幼児理解の一助とした。その後，幼児の心身の発達の特徴や生活習慣，家族の役割など，
幼児と関わる上で必要な知識を学んでいく。その学習をふまえて，幼児との関わり方について工夫したことを
幼児との触れ合い実習で実践し，その内容を評価・改善していく。自分たちの生活の中から問題を見いだして
課題を設定し，計画を立てて実践し，幼児との関わり方について評価・改善する。この一連の学習活動を通し
て，子育ては，大切な家庭の機能であり，多くの人々が関わって子供が育つことを，実感を伴って理解すると
ともに「協力・協働」という概念を形成できるようにしている。さらに，これまでの自分の成長を振り返り，
様々な人々が関わってきてくれたことで今の自分があることに気付かせたい。実際に幼児と触れ合う実践的体
験的活動を行うことで，試行錯誤しながらも相手の気持ちを理解しようと努め，よりよい関わり方を目指そう
とする力を育みたい。 
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Q３.幼児は好きですか？

【触れ合う場面】いとこ　親戚　友達のきょうだい
　家族の友達のきょうだい　近所の子ども

Q４.あなたは幼児との触れ合
　い実習は楽しみですか？

質問内容 結果

Q１.家族の中に小学生未満の
　子供がいますか？

Q２.あなたは幼児と触れ合う
　機会がありますか？



 
（３） 教科研究との関わり（指導観） 

① 生活や社会の中から問題を見いだし，解決する題材デザイン 
新学習指導要領では，生活の営みに係る見方・考え方について，「家族や家庭，衣食住，消費や環境などに係る

生活事象を，協力・協働，健康・快適・安全，生活文化の継承・創造，持続可能な社会の構築等の視点で捉え，
よりよい生活を営むために工夫すること」としている。 
本題材では，幼児とよりよく関わるために，幼児の心身の発達等について調べ，粘り強く観察したり，ゲスト

ティーチャーからのアドバイスをもとに，うまくいかなかったことなどを振り返って関わり方を改善するなど，
自らの学習を調整しながら学習に向かう「主体性」を育めるようにした。また，仲間と意見交流しながらよりよ
い関わり方等のアイデアを出し合い，幼稚園実習を計画して実践し，評価・改善していく学習活動を通して，お
互いに協働し合う「協調性」を育成していく。さらに，幼児に関する既有の概念や幼児の心身の発達の特徴や生
活習慣などについて学んだ知識を関連付けながら，幼児とよりよく関わるために本当に必要なことは何なのか考
え，幼児の年齢差や個人差などの相手意識を持ちながら問題解決していく「思考力」を育成していきたい。 
 
② 思考を広げ，深める ICT活用 
 幼児の写真や動画等を自由に見られることができるようにすることで，幼児の心身の発達の特徴や生活習慣に
ついてより明確にイメージを持つことができる。そこから幼児との関わり方について課題解決する際に役立てる
ことができる。ロールプレイングの様子をタブレットに録画することで，生徒は自分たちの関わり方を見返しなが
ら改善へ役立てることができる。題材全体を通して，生徒は必要なときに必要な情報を取捨選択し，学習に活用し
ていく。 
 また，グループ活動や交流会等の協働で意見を整理する場面において，学習支援サービスを活用することで，そ
れぞれの計画に対するアドバイスを，タブレット端末内で自由に付箋に書き込み，お互いに送り合いながら，他者
からの意見を生かして計画を練り上げることができる。また，必要に応じて参考にしてほしい内容を瞬時に全体で
共有することができる。さらに，幼児との触れ合い実習の様子をタブレット端末で保存し，活動を振り返ったり改
善したりする際に活用していく。 

 
③ 指導と評価の一体化 
１）「評価能力・問題解決能力」という「思考・判断・表現」の観点の評価 

    「思考・判断・表現」の観点は，題材の中に４つの評価項目を設定した。幼児との関わり方を工夫するにあた
って，幼児の年齢差や個人差，興味関心等の視点を考慮して，触れ合い実習計画を検討し，実践後にはレーダ
ーチャートを用いて評価していく。生活の営みに係る見方・考え方を働かせて問題解決にあたることができ
たかについて，ワークシートやペーパーテストで問うことで，各個人が実践内容を評価する力をみとってい
く。 

  
２）「問題を解決していこうとする態度」という「主体的に学習に取り組む態度」の観点の評価 

    「主体的に学習に取り組む態度」の観点は，題材の中に３つの評価項目を設定した。①課題の解決に主体的
に取り組もうとする姿（粘り強さ），②試行錯誤を繰り返し学習を振り返って改善しようとする姿（自らの
学習を調整），③生活を工夫し創造し，実践しようとしている姿（実践しようとする態度）をワークシート
やＯＰＰシート等を用いて題材全体を通して評価する。 

 
３ 題材計画 
（１） 題材の目標 

【知識及び技能】 
・自分の成長と家族や家庭生活との関わりについて理解している。 
・幼児の心身の発達と生活の特徴が分かり，子供が育つ環境としての家族の役割について理解する。 
・幼児にとっての遊びの意義や幼児との関わり方について理解する。 

【思考力・判断力・表現力等】 
・幼児との関わり方について問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，実践を評価・改善し，考察し
たことを論理的に評価するなどして課題を解決する力を身に付けている。 

【学びに向かう力，人間性等】 
・家族や地域の人々と協働し，よりよい生活の実現へ向けて，幼児の生活と家族について，課題の解決に主体
的に取り組んだり，振り返って改善したりして，生活を工夫し創造し，家庭や地域で実践しようとする。 

 
（２） 評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・自分の成長と家族や家庭生活との
関わりについて理解している。 
・幼児の心身の発達と生活の特徴が
分かり，子供が育つ環境としての家
族の役割について理解している。 
・幼児にとっての遊びの意義や幼児
との関わり方について理解してい
る。 

幼児との関わり方について問題を見
いだして課題を設定し，解決策を構
想し，実践を評価・改善し，考察し
たことを論理的に評価するなどして
課題を解決する力を身に付けてい
る。 

家族や地域の人々と協働し，よりよ
い生活の実現へ向けて，幼児の生活
と家族について，課題の解決に主体
的に取り組んだり，振り返って改善
したりして，生活を工夫し創造し，
家庭や地域で実践しようとしてい
る。 



（３）指導と評価の計画 

 
学習活動 

（★…ＩＣＴ活用） 

評価規準・評価方法 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

１ 

問題発見 
・自分の成長を振り返り，幼児期へ関
心を持つ。（映像教材，自分の幼児期
を想起する） 

・幼児に関するアンケート実施 
（★ワードクラウド活用） 

 ①幼児との関わり
方，幼児の心身の発
達の特徴や生活習慣
等の中から，問題を
見いだして課題を設
定している。【ワーク
シート】 

 
 
 
①幼児の生活と家族
について，課題の解
決に主体的に取り組
もうとしている。【ワ
ークシート，ＯＰＰ
シート，行動観察】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②幼児との関わり方
について，課題の解
決に向けた一連の活
動を振り返って改善
しようとしている。
【実習計画書，ＯＰ
Ｐシート，行動観察】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③よりよい生活の実
現へ向けて，幼児と
の関わり方について
工夫し創造し，実践
しようとしている。 
【実習報告書，ＯＰ
Ｐシート，行動観察】 

２ 

課題設定 
・幼児自身，家庭の中の幼児，地域の
中の幼児それぞれにおける課題点を
挙げる。（★iPad活用：過去の幼稚
園訪問実習の写真や附中ランドの動
画，ネット検索機能を活用） 

 

３ 

必要な学び 
・幼児の体の特徴，運動機能の発達の
特徴を理解する。 

（★動画教材） 

①幼児の体の発達と
生活の特徴について
理解している。 
【ワークシート】 
②幼児の心の発達と
生活の特徴について
理解している。 
【ワークシート】 
③幼児の生活習慣，
子供が育つ環境とし
ての家族の役割につ
いて理解している。 
幼児にとっての遊び
の意義や幼児との関
わり方について理解
している。 
【ワークシート】 

 

４ 
必要な学び 
・幼児の心の発達の特徴について理解
する。（★動画教材） 

 

５ 

必要な学び 
・幼児の生活習慣の特徴や子供が育つ
環境としての家族の役割、遊びの意
義等について理解する。（★動画教
材） 

 

６
（
本
時
）・
７ 

関わり方の工夫 
・ロールプレイングを通して，幼児や
中学生の気持ちを実感する。全体交
流やゲストティーチャー（幼稚園教
諭）のアドバイスをもとに，よりよ
いかかわり方へ工夫する。（★オンラ
イン、録画機能） 

・幼稚園訪問実習計画 

 

②幼児との関わり方
について，幼児の心
身の特徴や年齢によ
る発達の違い等の視
点を考慮し，幼児へ
の言葉がけや行動の
面から改善してい
る。【ワークシート，
行動観察】 

８ 

実践（幼稚園訪問実習） 
・幼稚園での幼児の観察や幼児との遊
びの中での関わりを通して，幼児と
の関わり方を工夫することができ
る。（幼児の年齢による違い，生活の
様子等を観察したり，サッカーや砂
場遊びなど幼児と遊んだりする。） 

 

④幼児との関わり方
についての課題解決
に向けた一連の活動
について，考察した
ことを論理的に表現
している。【ワークシ
ート，行動観察】 

９ 

評価・改善 
・実践をしてみて，改善できるところ
を考える。年齢，発達段階，個人差
等を評価する。（★訪問実習の写真や
動画） 

 

③幼児との関わり方
について，実践を評
価したり，改善した
りしている。【ワーク
シート】 

10 

学びの自覚化 
・自分と幼児のこれからの関わり方に
ついて考える。 

・実際に子育てをしている親の話を聞
く。（★動画教材） 

  

 
 



４ 本時について 
（１） 主題 

幼児との関わり方を考えよう 
 

（２） 指導目標 
触れ合い実習へ向けての幼児との関わり方について考え，工夫している。 
 

（３） 評価規準 
【思考・判断・表現】 
 幼児との関わり方について，幼児の心身の特徴や年齢による発達の違い等の視点を考慮し，幼児への言葉がけ
や行動の面から改善している。 
【主体的に学習に取り組む態度】 
 幼児との関わり方について，課題の解決に向けた一連の活動を振り返って改善しようとしている。 

 
（４） 授業構想 

生徒は前時までに，課題解決のために必要な幼児の心身の発達の特徴や生活習慣についての基礎知識を学
んできた。本時は，幼児と実際に関わる場面を想定し，よりよい関わり方について工夫していく。全体での
意見交流や，幼稚園の先生からのアドバイスをふまえて，幼児への「言葉掛け」や「行動」に着目させてい
く。ロールプレイングを通して，幼児の気持ちになることの大切さを実感し，幼児が安心して関われるよう
改善していく。具体的な対応だけでは解決できないような，幼児の見えない心の中を理解しようと努めるこ
との大切さにも気付かせたい。関わる対象は幼児であるという相手意識を持たせながら，子供を育てる環境
の一人として主体的に学習に向かわせていく。 

 
（５） 本時の展開 
段
階 

学習内容および学習活動 
・予想される生徒の反応等 

指導上の留意点および評価 
・指導の留意点 〇評価 

導
入 
５
分 

１． 学習内容を確認する 
 ・前時までの振り返りをする。 
  幼児の心身の発達の特徴，生活習慣，家族の役割等 
 
２． 学習課題を設定する。 
 ・幼稚園訪問に行くにあたって，不安なことや心配なことを共有

する。 
 ・「幼児が泣いている場面」提示 こんなとき，どうかかわる？ 
 ・幼稚園訪問実習へ向けて，実際に幼児とどのように関わったら

よいか考える必要感を持たせる。 
 
 

・３分前学習で，幼児の特徴につ
いて振り返る。 

 
 
 
 
・さまざまな関わり方が挙がった
上で，生徒の中から本時で学ぶ
べき内容を引き出させる。 

 

展
開 
40
分 

 
３． 幼児との関わり方を考える 

（４人×３グループ）ごとに場面設定 
① 年少の男の子。物を取り合いしている場面 
② 年中さん。中学生が取り合いになる場面 
③ 年長の男の子。一人でいる場面 

 【個人で考える】 
・けんかをやめさせる。取り合いになった理由を聞く。 
・順番に遊ぶ。みんなで一緒にできる遊び提案する。 
・みんなが集まっているところに連れていく。 

 【グループ活動】 
  ・意見交流，ロールプレイング（※役割を順番に回す） 
  ・代表３グループ発表，全体で意見交流 

★幼稚園の先生からアドバイス 
 
４． 幼児との関わり方を改善する 

・「言葉がけ」幼児の年齢による発達の違いに着目しながら 
・「行動」目線，笑顔，幼児を受け入れる姿勢，幼児の気持ちを
考える 

  ≪改善案≫ 
  ・年少さんでもわかるような言葉で丁寧に話しかけてあげる。 

・幼児が安心できるように幼児と同じ目線になって話す。 
  ・「どうしたの？」「そうなんだね」など，幼児の気持ちに寄り

添ってあげられるように声を掛ける。 
  ★幼稚園の先生からの言葉 

 
 
 
・過去の幼稚園訪問実習や附中ラン
ドの実践から，実際に想定される
場面で関わり方を考える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

終
結 
５
分 

５． 本時を振り返る（ＯＰＰシート） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６． 次時の見通しを持つ 

次回は，幼稚園訪問実習の事前準備学習 
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【学習課題】こんな場面、どのようにかかわる？なぜそうするの？ 

生徒の振り返り（記述例） 
今日の学習では幼児とのかかわり方について考えた。最初は、

みんなが集まっている場所に連れていけばいいと思っていたが、
まずは幼児がどんな気持ちなのかを考えること、安心して関わっ
てもらえるように同じ目線になって笑顔で話しかけるなどの工夫
をすることが大切だとわかった。幼稚園訪問実習でも生かせるよ
うに頑張りたい。 

○幼児との関わり方について、
幼児の心身の特徴や年齢によ
る発達の違い等の視点を考慮
し、幼児への言葉がけや行動
の面から改善している。 

【思考・判断・表現】 
（ワークシート、行動観察） 
※既習事項を活用して問題解決
を図っている姿を評価 

○幼児との関わり方について課
題の解決に向けた一連の活動
を振り返って改善しようとし
ている。 

【主体的に学習に取り組む態度】
(ＯＰＰシート、行動観察) 

※意見交流をもとに、よりよい
ものにしようとしたり、最後
まで課題解決に向かう姿を評
価 


